





































































明治大学全体の設計に携われ． 2012~ 2014 
年は日本史学専攻主任として専攻の舵取りを
なされた。
学会活動においては，学外では歴史科学協
議会の事務局長や編集長． 日本歴史学会評議
貝などを務められた。駿台史学会においても，
企画委員・渉外委員などを精力的にこなし
2014年の大会実行委員を務められた。
明治大学博物館においては，協議会委員や
資料評価分科会座長を務められ．萩原龍夫収
追悼文
114 
集資料の整理などにも携われたc
先生は，教え子との会合をことのほか大切
にされ，合宿等で繰り出される“上杉節＂は
場を大いに盛り上げた。もう先生のご高説を
拝聴できないと思うとただただ悲しいばかり
である。しかし．先生がご蓄積なされたご研
究は今後学界においてさらなる深化を遂げ，
そのご業績は盤石な礎となることを確信して
いる。心から先生のご冥福をお祈りする。
（久水俊和）
